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忠魂社 (部 田神社 )

旧戸円村の戦没者217柱 を祀っており、社の中には戦没者の遺影が納められている。
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戸

田

の

戦

争

記

念

碑

忠
魂
社
部
田
神
社
境
内
に
昭
和
三
〇
年

一
〇

月
建
立
。
旧
戸
円
村
の
日
露
戦
争
以
降

の
戦
没
者
二

一
七
柱
が
祀
ら
れ
、
毎
年

部
門
神
社

の
祭
典
日
に
併
せ
て
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
て
い
る
。

忠
魂
碑

（後
述
）
が
終
戦
後

「
マ
ツ

カ
ー
サ
ー
指
令
」
に
よ
り
撤
去
さ
れ
た

後
、
忠
魂
碑
の
台
座
に
墓
標
を
建
て
て

招
魂
祭
が
執
行
さ
れ
て
き
た
が
、
「御
霊
」

を
祀
る
た
め
の
社
を
建
て
る
こ
と
を
、

在
郷
軍
人
会
戸
田
村
分
会
の
死
分
会
長

ら
八
名
が
諮
り
、
発
起
人
と
な
り
建
立

し
た
。
建
立
の
た
め
の
経
費
と
し
て
、

在
郷
軍
人
会

の
基
本
財
産
で
あ
る
山
林

の
桧
を
売
却
し
た
。
忠
魂
碑
の
台
座
を

基
礎
と
し
て
、
桧
材
を
主
と
し
て
建
立

す
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
．請
負
者
の
自

発
的
好
意
」
で
総
欅
造
り
と
な
っ
た
。
．忠

魂
社
」
の
名
は
、
当
市
選
挙
区
で
、
後

総
理
大
臣
と
な

っ
た
石
橋
湛
山

（当
時

通
産
大
臣
）
が
命
名
し
た
。

（こ
の
項
は

「忠
魂
社
建
設
由
来
」
棟

札

（部
田
神
社
所
蔵
）
に
よ
る
）

［
日
露
戦
役
］
忠
魂
碑

部
田
神
社
境
内
に
征
清
役
従
軍
紀
念

碑
と
並
ん
で
建

つ
。
明
治
四
〇
年
頃
建

立
。
揮
一宅
は
陸
軍
大
将
従
二
位
勲

一
等

功

一
級
伯
爵
奥
保
輩
。
裏
面
に
戦
没
者

七
名
の
階
級

・
勲
功

・
氏
名
が
刻
さ
れ

て
い
る
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ

り
撤
去
さ
れ
た
が
、
前
述
の
忠
魂
社

の

建
立
に
と
も
な
い
復
元
さ
れ
、
現
在
の

形
に
な

っ
て
い
る
。

征
清
役
従
軍
紀
念
碑

部
田
神
社
境
内
に
忠
魂
碑
と
並
ん
で

建
つ
。
揮
一里
は
宮
中
顧
問
官
陸
軍
中
将

佐
藤
正
。
裏
面
に
は
征
清
役
従
軍
者
二

〇
名
の
階
級

・
勲
等

・
氏
名
が
刻
さ
れ

て
い
る
。

［
義
勇
奉
公
］
戦
役
記
念

部
田
神
社
境
内
に
建

つ
。
明
治
四
〇

年
二
月
二
三
日
、
戸
田
小
学
校
職
員
生

徒
が
建
立
。
日
露
戦
争
の
戦
捷
記
念
に

建
立
さ
れ
た
。

支
那
事
変
大
東
亜
戦
争
慰
霊
之
碑

大
上
集
会
所
前
に
建

つ
。
昭
和
四
四

年
十
月
十
九
日
、
大
上
区
同
志
が
建
立
。

表
面
下
部
に
戦
没
者

一
三
名
の
戦
没
年

月
日

・
戦
没
場
所

。
氏
名
が
刻
さ
れ
て

い
る
。
台
座
に
寄
付
者
芳
名
の
石
板
が

あ
る
。
裏
面
に
は
従
軍
生
存
者
と
し
て
、

出
征
し
た
方
面
ご
と
に
四

一
名
の
氏
名

が
刻
さ
れ
て
い
る
。

由
来
記
御
浜
に
昭
和
五
〇
年
十

一
月
、
元
第

二
岡
崎
海
軍
航
空
隊
八
期
生
が
建
立
し

た
。
碑
の
前
に
は
、
日
章
旗

・
海
軍
の

象
徴
で
あ
る
錨
と
桜

・
飛
行
機
の
絵
に

「鎮
魂
」
と
記
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
４

枚
設
置
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
〇
年
、
米
軍
の
本
土
上
陸
を

阻
止
す
る
本
土
決
戦
体
制
の
た
め
に
海

軍
第

一
五
突
撃
隊
が
置
か
れ
、
駿
河
湾

に
面
し
た
西
伊

豆
の
各
所
に
、
特
攻
兵

器
の
基
地
と
し
て
壕
が
掘
ら
れ
た
。
戸
　
　
一

田
で
は
海
竜
隊
の
基
地
と
し
て
沢
海

・
　

一

御
浜
で
壕
が
掘
ら
れ
、
こ
の
作
業
に
第

二
岡
崎
海
軍
航
空
隊
八
期
生
約
七
五
〇

名
が
動
員
さ
れ
た
。
彼
ら
は
予
科
連
生

で
、
ほ
と
ん
ど
が
十
五
歳
前
後
の
少
年

で
あ

っ
た
。
壕
を
掘
る
作
業
の
途
中
、

爆
発
事
故
に
よ
り
予
科
連
生

一
名
が
亡

く
な

っ
た
と
い
う
。

ー

[日 露戦役]忠魂碑

｀ レ

[義勇奉公]戦役記念

由来記
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子
母
沢
寛
の
小
説

『
勝
海
舟
』
（新
潮

文
庫

。
第
六
巻
）
に
は
、
沼
津
兵
学
校

の
設
立
を
め
ぐ
り
海
舟
と
阿
部
潜
ら
が

や
り
と
り
す
る
場
面
が
あ
る
。
学
校
を

沼
津
に
建
て
る
計
画
と
聞
き
、
「さ
す
が

だ
ね
え
。
（中
略
）
駿
府

へ
な
ん
ぞ
建
て

た
ん
じ
や
い
け
ね
え
よ
。
」
、
名
称
を
徳

川
家
兵
学
校
と
す
る
と
聞
き
、
「徳
川
家

の
為
に
や
る
ん
じ
や
ね
え
。
日
本
国
の

為
の
仕
事
で
ん
し
ょ
う
。
」
と
海
舟
は
二［

う
。
ま
た
、
．名
前
は
兵
学
校
、
陸
軍
学

校
、
な
ん
と
な
る
か
知
ら
ね
え
が
、
そ

奴
あ
表
向
き
だ
、
本
当
は
、
こ
れ
か
ら

こ
の
国
の
御
役
に
立

つ
学
術
を
教
え
る

ん
だ
。
」
と
赤
松
則
良
に
言
い
聞
か
せ
る

三画
葉
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
政
府
に
よ

つ
て
す
ぐ
に
取
り
潰
し
に
な
り
骨
折
り

損
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
イ
ヤ
だ
と
、
な

か
な
か
教
授
就
任
を
引
き
受
け
な
い
赤

松
や
伴
鉄
太
郎
の
態
度
を
聞
き
、
「
一
年

だ

っ
て
半
年
だ

っ
て
い
い
や
ね
。
今
に

新
政
府
も
同
じ
よ
う
な
も
の
を
は
じ
め

る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
時
、
あ
奴
ら
田
舎

っ
ぺ
え
の
中
に
は
、
教
授
が
い
ね
え
よ
。

い
や
で
も
徳
川

へ
頼
み
に
来
る
、
こ
っ

ヽ

ち
の
奴
ら
を
御
用
召
し
に
す
る
。
そ
ん

な
時
に
笑

っ
て
や
る
の
さ
。
」
と
阿
部
に

言
い
放

つ
。
他
に
も
、
海
舟
が
、
頭
取

予
定
者
で
あ
る
西
周
の
陸
軍
御
用
取
扱

任
命
や
杉
亨
二
の
教
授
就
任
を
依
頼
さ

れ
た
り
、
沼
津
を
設
置
場
所
と
す
る
こ

と
に
難
色
を

不
す
重
役
を
批
判
し
、
掟

書
の
学
課
表
を
高
く
評
価
す
る
場
面
な

ど
が
登
場
す
る
。
海
舟
は
阿
部
の
心
強

い
相
談
役
で
あ
り
、
沼
津
兵
学
校
の
良

き
理
解
者
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

作
者
の
子
母
沢
は
沼
津
兵
学
校
の
本

質
を
よ
く

つ
か
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、

海
舟
が
兵
学
校
設
立
計
画
に
ど
こ
ま
で

立
ち
人

っ
て
関
与
し
た
の
か
は
実
際
に

は
わ
か
ら
な
い
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
兵

学
校
関
係
者
は
彼
の
も
と
を
頻
繁
に
訪

れ
て
い
る
が
、
小
説
が
描
い
た
会
話
の

内
容
は
あ
く
ま
で
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
岩
倉
具
視
あ
て
の
二
年

（
一
八
六

九
）
七
月
六
日
付
書
簡
に
、
静
岡
藩
の

解
兵
方
針
＝
生
育
方

・
兵
学
校
制
度
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の

で

（『
勝
海
舟
全
集
』
２１
、
五
〓
九
頁
）
、

少
な
く
と
も
海
舟
が
沼
津
兵
学
校
に
対

し
て
無
知

・
無
関
心
だ

っ
た
は
ず
は
な

い
。
ま
た
、
阿
部
潜
は
、
慶
応
四
年
三

月
以
降
総
房
三
州
鎮
静
方
と
し
て
所
領

の
あ
る
房
総
地
域
の
治
安
維
持

・
脱
走

軍
鎮
撫
に
従
事
し
、
海
舟
の
恭
順
論
に

い
ち
早
く
与
し
た
存
在
で
あ
り
、
二
人

は
兵
学
校
設
立
に
関
し
て
も
共
通
す
る

思
考
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）

一
月
二

五
日
、
降
り
し
き
る
大
雪
の
中
、
東
京

青
山
の
祭
場
に
お
い
て
海
舟
の
葬
儀
が

営
ま
れ
た
。
葬
列
に
は
、
江
原
素
六

・

島
田
三
郎
も
加
わ
っ
て
い
た
ほ
か

（『都

新
聞
』

一
月
二
六
日
）、
会
葬
者
の
中
に

は
田
口
卯
吉
の
名
も
見
ら
れ
た

（『東
京

朝
日
新
聞
』
同
日
）。
三
人
と
も
、
榎
本

武
揚

。
大
鳥
圭
介

・
福
地
桜
痴
ら
と
同

様
、
旧
幕
臣
出
身
の
著
名
人
と
し
て
新

聞
に
名
前
が
あ
が
っ
た
だ
け
で
あ
り
、

特
に
沼
津
兵
学
校
と
の
関
係
を
意
味
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
が
海

舟
に
対
し
て
抱
い
た
敬
意
の
背
景
に
は
、

成
辰
時
の
平
和
的
解
決
↓
静
岡
藩
の
成

立
↓
沼
津
兵
学
校
の
実
現
↓
今
日
の
自

分
、
と
い
っ
た
関
係
性
が
意
識
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
島
田
は

『毎
日
新
聞
』
（
一
月
二
四
日
）
に

「鳴

呼
海
舟
先
生
逝
け
り
」、
田
日
は

『東
京

経
済
雑
誌
』
第
九
六
四
号

（二
月
）
に

「海
舟
勝
伯
」
と
題
す
る
追
悼
文
を
そ

れ
ぞ
れ
掲
げ
て
い
る
。

（樋
口
雄
彦
）

剋
一一
¨
一一
¨
一一
¨
一一
錮
一一
¨
一一

し

シ
リ
ー
ズ

ヽ
／

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
冷
ν

勝

海

舟

と

沼

津

兵

学

校

-3-
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▲
青
山
付
近
を
通
過
す
る
海
舟
の
葬
列

（中
村
通
子
氏
寄
贈

。
当
館
所
蔵
）

く
勝
海
舟

（当
館
所
蔵
）
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◎
企
画
展
開
催
中

今
年
は
終
戦
６０
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

「８
ω
Ｈ
１
８
卜
い
　
沼
津
と
戦
争
」
と
題

し
ま
し
て
、
十
五
年
戦
争
を
テ
ー
マ
に

企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
ご
寄
贈
、
ご
提
供
い
た
だ
い
た

戦
時
中
の
資
料

・
写
真
を
数
多
く
展
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鈴
木
基
之
氏
の

協
力
を
得
ま
し
て
、
「戦
没
者
遺
骨
収
集

に
み
る
　
い
の
ち
の
写
真
パ
ネ
ル
展
」

も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
戦
時
下
と

戦
後
の
二
つ
の
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

．戦
争
」
と

「平
和
」
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

期
　
間

一
７
月
１
日
０
～
９
月
２９
日
困

会
　
場

一
３
階
南
側

・
４
階
展
示
室

※
期
間
中
、
常
設
展
示

「沼
津

の
歴
史
」
は
縮
小
、
「沼
津
兵
学

校
」
は
ご
覧
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

図
　
録

一
「８
８
１
一０
」
ｏ
沼
津
と
戦
争
」

Ｂ
５
版
　
４６
ペ
ー
ジ

頒
布
価
格

一
５
０
０
円

◎
歴
史
講
演
会
の
お
知
ら
せ

企
画
展
に
関
連
し
て
歴
史
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

講
　
師

¨
荒
川
章
二
氏

（静
岡
大
学
情

報
学
部
教
授

・
日
本
近
代
史
）

演
　
題

一
「沼
津
と
戦
争
―
地
域
か
ら
見

る
戦
争
」

日
　
時

¨
９
月
３
日
０
１４
時
～
１６
時

会
　
場

¨
当
館
２
階
講
座
室

定
　
］貝
一
１００
名
、
参
加
費
無
料

申
　
込

一
受
付
中

当
館
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接

◎
高
校
生
の
た
め
の

一
日
学
芸
員
体
験
講
座
の
開
催

「学
芸
員
」
の
仕
事
を
体
験
し
て
み

８
月
１０
日
困
１０
時
～
１５
時

市
内
在
住

・
在
学
の
高
校
生

１０
名

（先
着
順
）

無
料
、
昼
食
持
参

７
月
２６
日
ω
９
時
か
ら

当
館
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接

◎
県
民
の
日
無
料
開
館
日

静
岡
県
民
の
日
８
月
２１
日
０
は
無
料

で
開
館
し
ま
す
。

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
開
催

は
じ
め
て
古
文
書
に
接
す
る
方
を
対

象
に
全
５
回
の
初
心
者
向
け
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日
　
程

一
９
月
４
日
、
１１
日
、
１８
日
、

２５
日
、
１０
月
２
日
の
各
日
曜
日

１４
時
～
１６
時

武
田
藤
男

（前
当
館
嘱
託
）

当
館
２
階
講
座
室

４０
名

（先
着
順
）

参
加
料

一
無
料

（辞
書
代
は
別
）

申
　
込

一
８
月
１０
日
困
９
時
か
ら

当
館
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接

暮
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
て
き
た
、
「は

か
る
」
道
具
や

「は
か
る
」
単
位
に
関

す
る
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

期
　
間

一
７
月
９
日
田
～
１２
月
１１
日
同

会
　
場

¨
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館

（沼
津
御
用
邸
記
念
公
園
内
）

時
　
間

一
９
時
～
１６
時

休
館
日

一
月
曜
日

・
祝
日
の
翌
日

・

月
の
末
日

間
合
せ

一
電
話
〇
五
五
―
九
三
二
―

六
二
六
六

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
８２
号

獅
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
４１０
‐
００５‐
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
‐
九
二
三
‐
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
‐
三
〇

一
八

〓
一一ｏ
一ヽ
ヽ
メ
留
う
■
・０円計Ч
・●
●
ヨ
ｏ
Ｎ〓
・∽〓
いＮ〓
ｏ
″
●
・

」０
、
∽
ぃ∽
０
一０
、
日
Ｏ
μ〓
＞
●
０
０
ｘ
■
一日

沼 津 市 館

定 対 日 ま
せ

員 象 時 ん
か

参
加
費

申
込
み

定 会 講 時

員 場 師 間
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